
人口定着 観光・交流 アメニティ 

吉田
よ し だ

地区 
（新潟県燕市（旧吉田町）） 

○ 計 画 期 間 平成 17 年度～平成 21 年度 

○ 面     積 590ｈａ 

○ 交付対象事業費 1,404 百万円 

○ 市人口 77,687 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

目  標  地域資源を活用したまちなか交流・定住空間の再生 

 

指  標 

 地域資源を活用したまちなか交流環境の再生により、

中心部を訪れる交流人口の減少の抑制を図り、更に居住

環境整備を進めることにより夜間人口の減少の抑制を図

る。また公園の整備により、近隣住民より利用が促進さ

れる効果を目標とした。 

 

事業内容   

基幹事業（1,393 百万円） → 道路（6 ヵ所、延長 1,918ｍ）、公園（2 ヵ所、25,868 ㎡）、地域生活基盤施設

（情報版、4ヵ所）、排水対策事業（調整池、2ヵ所、水路 40ｍ） 

提案事業（  11 百万円） → 事業活用調査（長善館の保全と活用に関する調査、事業効果分析）、まちづく

り活動推進事業（親水公園等計画住民懇談会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光入込客数の

減少の抑制 
73,000 人 (H16) → 26,250 人 (H21) 

定住人口の減少

の抑制 
25,477 人 (H16) → 25,050 人 (H21) 

公園利用者の増

加 
0 人 (H15) → 240 人 (H21) 

地区概要 

吉田町都市計画マスタープランで定められたおのおののゾーン

の有する都市機能や地域資源を活用して拠点的なまちづくりを

進めなる。特に中心市街地に位置する『歴史とふるさとのシン

ボルゾーン』、これに隣接した『社会福祉・文化ゾーン』及び

『世代交流ゾーン』、更には『粟生津地域』は関連事業とあわ

せて、吉田町全体の魅力アップを図る。 

ポイント 

・郷土の歴史的資源を活用した交流空間の整備 

・自然環境を取り込んだ憩いの市街地空間の整備 

・安全快適で魅力ある歩行者空間の整備就業者世

代と高齢者世代が調和し、住民全てが安心して暮

らせるまちづくり 

■基幹事業：公園
みなみ親水公園整備事業Ａ＝24,509㎡
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■基幹事業：高質空間形成施設
天満宮参道の石畳整備 Ｌ＝54ｍ

○関連事業
浄水場排水池増設事業

□提案事業：事業活用調査
事業効果分析

□提案事業：事業活用調査
長善館の保存と活用に関する調査

■基幹事業：地域生活基盤施設（情報板）
案内板 4ヶ所程度 ○ 印箇所

○関連事業
吉田南小学校建設事業
Ａ＝2.698ha

○関連事業
国道 116号富永交差点改良事業
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○関連事業
高齢者福祉施設建設事業

■基幹事業：高次都市施設
長善館及び鈴木邸
Ａ＝332.57㎡

○関連事業
高齢者福祉施設建設事業

■基幹事業：道路
（都）諏訪線街路事業

Ｌ＝380ｍ

□提案事業：まちづくり活動推進事業
親水公園等計画住民懇談会

○関連事業
国道 116号法花堂自歩道事業

○関連事業
土地区画整理事業

Ａ＝4.0ｈａ

■基幹事業：道路
市道吉田306号線歩道整備事業

Ｌ＝183ｍ

■基幹事業：道路
県道石瀬吉田線歩道整備事業

Ｌ＝633ｍ

■基幹事業：道路
市道吉田30号線道路整備事業

Ｌ＝400ｍ

○関連事業
既存建造物活用事業

■基幹事業：公園
吉田大保町ちびっこ
広場整備事業

Ａ＝1,359㎡

○関連事業
児童厚生施設整備補助事業

■基幹事業：地域生活基盤施設（地域防災施設）
排水対策事業（調整池） 2ヶ所 ○ 印箇所 水路改修

■基幹事業：道路
市道吉田301号線歩道整備事業

Ｌ＝196ｍ

■基幹事業：道路
市道吉田支線14号線歩道整備事業

Ｌ＝126ｍ
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地区の現況と課題 

〔現況〕 

 計画地区は本町通りを中心とした市街地部である吉田地域とその隣接部の粟生津地域であり、吉田町の人口と各

種施設が集積する居住と生活の場である。このうち中心市街地は西川の舟運により繁栄し、商業・業務などの機能

が集積し、周辺住民の交流の場として栄えた結果、船着場、雁木、天満宮や香林堂(レンガ造の旧今井銀行)等の歴

史的資源が多く、『街の顔』として重要な役割を担っている。また、周辺市街地では居住機能を中心として教育、

福祉、保健機能等の町民の生活を支える機能が立地し、定住環境の整備が進められている。更に周辺市街地に連担

する粟生津地域では長善館(儒教家鈴木文臺が創設した漢学塾)を地域資源とし、平成３年には吉田町史料館が開館

し、長善館をしのぶ資料を中心に展示されている。 

 このように、計画地区には地域の魅力となりうる各種の資源が点在しているものの、それらが十分に活用され

ておらず、また安全で快適な生活を営む生活基盤)(歩行者空間や公園等)の整備も遅れている状況にある。その結

果、近年、市街地を中心に人口の停滞(DID 内人口は平成２年より減少)、少子高齢化の進展(平成 12 年：年少人口

16.6％、老年人口 17.8％)、中心商業活動の停滞(町民の中心市街地への買い物行動：61.0%(昭和 55 年)⇒9.9%(平

成 13 年))、及び交通環境の悪化等が生じていることから、地域資源を活用した総合的な生活環境の整備が求めら

れている。 

〔課題〕 

 計画地区において顕在化している問題(人口停滞、少子高齢化、商業活動の停滞、交通環境の悪化等)を解決する

ためには、地域資源を活用した総合的な生活環境の改善が必要であり、その際、『地域魅力の活用』及び『定住・

交流基盤の整備』が解決すべき課題となる。具体的には、 

①地域の生活文化に密着した地域資源である西川の船着場、香林堂を再生した個性的なまちづくり 

②町民の憩いの場であるとともに様々な交流活動となる都市公園の整備 

(１人当り都市公園面積現況：吉田町 5.8 ㎡、新潟県 8.5 ㎡)。 

③安心して楽しく歩ける街なかの歩行者空間の整備(歩道や遊歩道がネットワークされていない) 

等がまちづくり上の重要課題である。これらの重要課題を解決し、地域資源を活かした住む人と訪れる人に魅力あ

るまちづくりにより、安心して住み続けられ、更には楽しく訪れることのできる市街地環境の形成を目指す必要が

ある。 

 

提案事業の特徴 

新設公園等計画住民懇談会 

少子高齢化の進行、余暇時間の増大、情報化の進展など、社会状況も著しく変化していくなかで、これまで、開

発による樹林地や水辺の減少により、さまざまな生物の生息・生育環境が悪化し、生物多様性の低下の問題が生じ

てきている。こうした自然環境・社会情勢を背景に、人々の価値観は量から質へ、またライフスタイルは画一的な

ものから個性あるものへの追求と変化している。同時に公園緑地へのニーズも多様化している。これらをふまえ、

人・水・緑の交流楽苑の公園整備を目指す。 

 

計画策定プロセス 

みなみ親水公園、地区中心部の環境整備等のワークショップ 

各実施事業において、地域意見を反映した整備を実施するため住民懇

談会を開催した。みなみ親水公園においては、平成１７年度において、

住民参加の手法としてのワークショップを２回開催し、地域住民の意

見・要望について施設整備の技術的・経済的な検証、住民相互の公園利

用に関する理解を図った。また、地区中心部の整備事業においても平成

１８年度にワークショップを開催し地域の意見を取り入れた事業計画を

行った。 
ワークショップの様子 
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